
8月フードドライブミーティング

NPO法人さくらの森・親子サポートネット



活動を通じて感じる地域における課題

＜私たちの活動エリア＞ 神奈川県のまんなか大和市
そして、大和市のまんなかあたり
最寄り駅 相鉄線相模大塚駅

■活動を通じて感じる地域における課題

・ひとり親世帯が増えている
フードバンク分け合い登録者から、ひとり親世帯が増えていること
を感じる。登録希望する方は、大和市だけでなく、海老名市、綾瀬市
横浜市(瀬谷区）に広がってきている。

・市による食支援が無い
大和市では、社協による食支援しかない？
子どもが多い世帯への支援も必要では？

・外国人市民の子どもへの対応
こども食堂を通じて、コミュニケーションが簡単ではない様子がう

かがえる。



団体が抱えている課題

■食品の保管場所がもっと必要

・現在、調理機能を備えた土間に保管している。

・分け合い食品を当日取りに来れない方が多く
数日～1ヶ月保管している。

・子ども食堂で調理するたびに保管食品の移動
をしなければならない。

■食品の不足

・フードバンクからいただく食品が減っている。

・フードドライブ品が集まらない。


